













渡 辺 一 雄
１ はじめに
八王子市立高嶺小学校 校長の渡辺一雄です。本年，小金井市から異動してまいり
ました。半年がたち，やっと八王子や現任校に慣れてきました。
本日は，私が日ごろ若手の先生方に指導していること，研究をしていることなどを
お話し，教育現場の雰囲気をお伝えできればと思っております。
今，教育現場でのキーワードといえば「いじめ」問題があります。「いじめ」は学
校でも，ネット上でも起きている重大な問題です。学校は児童へのアンケート調査を
定期的に行うなどして，いじめ問題の早期発見，早期解決に努めています。
大津市で中学生の自殺の問題がありました。ヒヤリハット・ハインリッヒの法則か
ら考えると，３００のヒヤリとさせられる自殺につながる事件があったことになりま
す。いじめは，いじめられる側にも問題があるという考えではなく，１００％いじめる
側が悪いという考えを徹底していかなければならないと思います。原因は，いじめる
子供の心の中にあります。いじめる子供の心の中のマイナスの部分を取り除いてあげ
なければ，いじめはなくならないと思います。
また，児童虐待の問題もあります。昨年児童相談所に寄せられた相談件数は５万件
になります。身体的虐待は２万件，ネグレクト・養育放棄は１万８千件になるそうで
す。児童虐待で警察が摘発した虐待件数は３８４件で３９人が死亡と報告されています。
加害者は実母，実父が半数を超えるそうで，とても悲しい不幸なことだと思います。
不登校の問題もあります。プリントをご覧ください。小学校６年間は，不登校の数
がなだらかな上昇ですが，中学校になると，いきなり増加します。これが中１ギャッ
プの現れです。
２ 学校の取り組み
こうした状況の中で，学校現場が重点的に取り組んでいるのは，人権尊重精神の育
成です。人間を尊重し，生命を大事にする。人間性を育てていくことに真正面から取
り組むこと。東京都教育委員会も，八王子市教育委員会も，その基本方針の第１番
に，人権尊重の精神と他者貢献の精神を挙げています。
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つぎに自己実現です。人格の完成を目指して，一人ひとりの子供が，自分の可能性
を十分に発揮し，自分らしく生きることを目指しています。自分のためだけに自分の
よさを伸ばしていくのではなく，他者のために活かすことが大事であると思います。
自己実現は，そこに完結すると思います。自分のよさは，他者貢献の中にその輝きを
増します。子供たちも，自分のよさが友達に役に立った時，友達に喜んでもらった時
の，心の充実を知っています。ですから，学級の係り活動では，自分の得意なことや
良さを発揮して，それがクラスを良くし，クラスの皆が喜んでくれる係り活動を目指
しています。
自分の良さを発揮したい。人の役に立ちたい。わかっているけれど，様々な困難で
挫折しています。困難に打ち勝つために「強い心」を育てること，自分に負けないこ
とが大事になってきます。
さらに「生きる力」の育成が重要視されています。今回の学習指導要領においても
引き継がれた理念ですが「『生きる力』とは変化の激しい社会において，人と協調し
つつ自律的に社会生活を送ることができるようになるために必要な，人間としての実
践的な力であり，豊かな人間性」を重要な要素としています。特に学習意欲の向上
と，学習習慣の確立が求められています。
しかし，今学んでいることが，将来につながっていると感じることのできない児童
が多くいます。何のために学ぶのか，今の学びが社会とつながっていない。そこで，
キャリア教育の推進も行われています。
特別支援教育の取り組みもあります。今，どの学校にも特別支援教育対象児，軽度
発達障害を持った児童が６％～１０％各クラスに在籍しています。アスペルガー，
ADHD，LD，高機能自閉症と呼ばれる児童です。この子供たちに適切な指導を行う
ことが大事です。適切な指導ができないと学級が荒れることになります。 知的には
問題ないが，社会性に問題があり，集団適応がうまくできない子供たちです。ここで
気をつけなければいけないことは，そうした子供たちを健常な子供たちと同じように
扱い，同じようにできることを求めてしまうことです。軽度発達障害と呼ばれる子供
たち一人ひとりのことを十分に理解し，その子供がどのようにものが聞こえ，どのよ
うに目に映り，どのように感じているかを十分に理解しなければなりません。そうし
た子供たちの生きづらさを感じることが大事です。インクルージョンの学級を運営す
る上で大事なのは，健常な子供たちが，そうした子供たちと共に生きるには，どのよ
うに接していけばよいかを学ぶことであり，共生社会の担い手としての基礎を学ぶこ
とでもあるからです。
３ 学校を取り巻く環境・課題
家庭・地域の教育力の低下が言われています。私は，教育力とはコミュニケーショ
ンがあるかないかだと思います。親子の対話がなければ何も伝わりません。それと，
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空気です。家庭の空気は見えないけれど，力として子供に働いていると思います。
地域社会では，無縁社会という言葉に代表されるように，人と人とのつながりがな
くなっています。子供たちの住んでいる地域でも，近所のおじさん，おばさんと話を
する機会を子供たちはほとんど持っていません。対話する機会がないので，地域の方
の思いは，子供たちに伝わりません。今こそ，地域のコミュニティーを再生させる必
要があると思います。
児童虐待については先ほど述べました。被害児童は年々増えています。
モンスターペアレンツの問題もあります。どんな場合でも，誠実に対応することが
一番大事です。誠実に対応し，相手の思いを十分理解することが大事です。その上
で，要求に応えられるものと，できないもなどをはっきりと伝えることが大事です。
人権上の問題なのか，言ってきた方の単なるわがままなのか，こちらが考えをしっか
りさせなければなりません。
学校を取り巻く課題として，教師の問題もあります。教員の大量採用時代に入って
６，７年たちますが，教師の授業力の低下の問題があり，それと同時に，社会人とし
ての常識を再度確かめることも必要になってきています。また，常識の問題は「教師
の常識は社会の非常識」といわれるほどで，私たち自身が気をつけなければならない
問題です。
次は，指導力不足の教員の問題です。何を言っているのか分からなかったり，教材
準備が十分できなかったりして授業が成立しない学級の問題です。
また，教員の服務事故も，マスコミでしばしば問題にされています。個人情報の流
出，体罰，セクハラ，わいせつ行為，交通事故，会計事故などの問題があります。
４ 児童について
次に児童の自尊感情・自己肯定感について，実態調査に基づきながら話をします。
教師のアンケートから，児童の様子は，
「与えられたことには素直に取り組む」「努力する前にあきらめてしまう」「自分の
気持ちを言葉で表すのが苦手」「自分で考えて行動することが苦手」であります。
また「自分自身に自信が持てず，臆病になったり逆に反発したりする」「人とかか
わることが苦手で，自分中心に考える傾向がある」「自分の気持ちを言葉に表すのが
苦手である」という児童の様子が見られます。
こうした児童の様子から，自信をもって仲間とともに，よりよく生きる力を身につ
けるためには，自尊感情・自己肯定感を育てることが必要と考えています。
海外の報告では，自尊感情の高い子供は「情緒が安定し，責任感がある」「社会的
適応能力が高く，成績も良い」「他の子供たちや先生とのトラブルが少ない」「社会規
範をよく守り，授業態度が良く，クラスのまとめ役の行動をとる」などの特徴がある
と指摘されています。
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さらに重要な指摘は，逆境に強いことです。「いじめに屈することも少なく，他人
の目を気にしない」「失敗に動じない」「悪い仲間の誘いを断り，いやだと拒否するこ
とができる」などの報告があります。
つぎは日本を含む４ヶ国の中学生が，自己に対する認識についての問いかけに対す
るグラフです。「自分はだめな人間だと思うか」との問いに対し，日本の中学生は５６
パーセントが「そう思う」と答えています。アメリカの中学生は１４．２パーセント，中
国の中学生は１１．１パーセント，韓国の中学生は４１．７パーセント。日本が一番高くなっ
ています。
「私には人並みの能力がある」との設問に対しては，日本の中学生は５３．４パーセン
トが「そう思う」アメリカの中学生は７８．９パーセント，中国の中学生は８４．６パーセン
ト，韓国の中学生は７３．９パーセントとなっています。この設問では，日本が一番低く
なっています。
これらからもわかるように，諸外国に比べて日本の子供は自尊感情が低いようで
す。
これは私が所属する東京都道徳教育研究会の調査部による，小学校３年生から６年
生までの２，５５２人のアンケート結果です。
「自分のことが好きですか」との設問に「好き」と答えた児童は，このグラフのよ
うに３年生から少しずつ低くなってきます。良さの認識「自分の良いところを知って
いますか」の質問にも，同じように学年が上がるにしたがって下がってきます。「自
分の良いところはどんなところですか」との質問には「友達が多い」「明るい」「動物
をかわいがる」が多く，次に「やさしい」が続いています。人付き合いがよい社交的
な人間像が，子供たちにとっての良さになっているようです。
次の質問は「友達のよいと思うところはどんなところですか」で，これは，自分が
どんなところが人間の良さであると考えているかを表しています。
結果は「やさしい」「明るい」「おもしろい」です。この３つが抜きん出ています。
人の良さとして「正直」「まじめ」「責任感がある」などは，低いポイントになってい
ます。やはり，人付き合いが良い，社交的な人間像が，子供たちにとっての良さになっ
ているようです。
「自分の良さを発揮できていますか」の質問には，７５％の児童が発揮できていると
答えています。そして，自分のよさを発揮できている場所は，「学校」が一番で，次
が「学級」と「習い事」が並んでいます。私の今の学校では，自分のよさを発揮でき
るところは「習い事」が抜きん出ていますので，課題があると思っています。
「あなたは友達の気持ちを大切に考えて行動していますか」との質問には，９０％が
「考えて行動している」と答えています。「自分の良いところを伸ばそうと努力して
いますか」との問いには，８０％が「努力している」と答えています。
以上の点から考えると，今の子供たちは「明るい」「友達が多い」「動物をかわいが
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る」「やさしい」を自分のよさと認識していることから，仲間とともにいることを欲
し，「やさしい」「明るい」「おもしろい」付き合い方を欲しているといえます。そし
て，友達のことをよく考え，自分も自分の良さを伸ばそうと努力しています。しか
し，自己肯定感は学年が進むに従い低下し，自己有用感も低く，自信の無いことが伺
えます。
こうした子供たちに対し，私たちは，困難にも負けない力を身に付けてほしいと
思っています。また自信をもち，仲間と共に，よりよく生きようとする児童に育って
ほしいと思っています。そのために次のような手立てを考え，取り組んでいます。
まず，安心感のある学級・学校を作ること。自分の良いところも到らないところも
安心して出せる，支持的風土，共感的風土を作ること。そのためには，教師が愛情を
もって，子供と接していくことがすべての基盤になります。
次に，子供たちが認められる体験をすること。学校行事などで教師が，がんばりを
認めたり，自ら達成感を感じたりすること。学級経営で，教師と子供との心がつなが
り，些細な良さも見逃がさず認めていくこと。
そして，子供たちが授業で「わかった，できるようになった」という嬉しさや，挑
戦的な取り組みを通し，達成感や，新しい世界を経験したという高揚感を感じ，集団
宿泊行事や，様々な体験活動で，友だちと共有体験をすること。
これらを通し，子供たちの心のエネルギーが満たされていきます。満たされた心の
エネルギーが，自己実現の意欲や，他者貢献の意欲を起こし，自己効力感や，自己有
用感を育てます。それらは，喜びとなり，再び心のエネルギーを蓄え，自尊感情が育っ
ていきます。
前任校での４年間の継続的アンケート調査の結果を比べると，３年生から６年生に
かけての自尊感情の低下が少なくなっていることが分かります。
５ むすびに
再び，調査部の調査に戻ります。
「自分のよいところはどんなところですか」の問いで，前任校の６年生のグラフで
「積極的」という項目が，他の学年や東京都の平均と比べ，高くなっています。これ
は２年間の学年経営の結果です。この学年の先生たちが，子供たちに積極性を求めた
結果です。逆に「やさしい」や「友達が多い」の項目は低くなっています。
人間は，他者から与えられる評価的反応の数々を素材にしながら，自己評価を作り
上げていきます。ですから，ほめられたり評価されたりすると，そのことを自分の良
さと認識します。積極的な場面で誉められることの多かった２年間では，積極性を自
分の良さと認識する児童が増えたといえます。一番子供に近い大人である親や教師の
存在が，いかに重要であるかがわかります。教師は最大の教育環境であり，教育とは
感化の作業であることを実感します。
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創立者池田先生の指導に，牧口先生の『創価教育学体系』を通し「人間の生命は『宝
の珠』のように尊い。その生命を対象とするのが教育です。ゆえに教育こそ最高の『聖
業』であり，教育者こそ最高の『使命ある人』です」とあります。この指導を胸に刻
み，今後も教育活動に励んでまいります。
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